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町
民
の
皆
さ
ま
へ

　

９
月
に
入
り
、
ス
ス
キ
が
伸
び
て
空
が
高
く

澄
み
渡
り
、
暑
さ
の
中
に
も
少
し
ず
つ
秋
の
訪

れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
避
難
指

示
解
除
と
と
も
に
、
役
場
機
能
を
双
葉
町
内
に

移
し
て
か
ら
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
震
災
か
ら
12
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
町
内

で
業
務
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
あ
の
日
の
感
激
を
忘
れ
ず
に
心
に
留
め

な
が
ら
、
職
員
一
同
日
々
業
務
に
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
。

　

７
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
、
友
好
町
で
あ
る

京
都
府
京
丹
波
町
か
ら
畠
中
源
一
町
長
、
松
本

和
久
教
育
長
を
は
じ
め
、
中
、
高
校
生
な
ど
18

人
が
双
葉
町
を
訪
れ
、
町
立
学
校
の
生
徒
と
の

交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
京
丹
波
町
の
子
ど

も
た
ち
が
震
災
後
初
め
て
町
内
を
訪
れ
、
町
立

学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
一
方
、
東
日

本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
や
相
馬
野
馬

追
を
見
学
す
る
な
ど
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
で
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
な
が
ら
の
交
流
で
し
た
が
、
無
事
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
京
丹
波
町
と

の
交
流
事
業
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

８
月
に
は
明
る
い
話
題
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
。
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

８
月
３
日
に
は
、
念
願
で
あ
っ
た
双
葉
町
産
業

交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｓ

（
サ
テ
ラ
イ
ト
）
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
買
い
物
環
境
が
大
き
く
改
善

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
ま
た
町
内
に
訪
れ

る
人
の
利
便
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）

な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
同
日
、
福
島
県
内
で
は
初
め
て
と
な
る

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
開
発
し
た
立
ち
乗
り
型
電
動

三
輪
車
「
Ｃ
＋
Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
Ｔ
（
シ
ー
ウ
ォ
ー
ク

テ
ィ
ー
）」
を
導
入
し
ま
し
た
。
公
道
の
走
行

が
可
能
で
あ
り
、
町
内
を
自
由
に
移
動
で
き
る

手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。
町
産
業
交
流
セ

ン
タ
ー
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
現
在
配
備

し
て
い
る
の
は
１
台
で
す
が
、
利
用
状
況
に
応

じ
て
台
数
を
増
や
す
計
画
で
す
。

　

８
月
５
日
に
は
、
双
葉
町
消
防
団
第
１
分

団
、
第
２
分
団
の
新
し
い
消
防
屯
所
が
落
成

し
、
町
役
場
に
お
い
て
貸
与
式
を
行
い
ま
し

た
。
町
消
防
団
は
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
に
よ
り
全
て
の
分
団
の
消
防
屯
所
が
使
用
不

能
に
な
り
、
活
動
拠
点
を
失
い
ま
し
た
。
震
災

か
ら
12
年
目
に
し
て
町
の
一
部
区
域
へ
の
居
住

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
、
双
葉
町
消
防
団
の
基
幹
分

団
で
あ
る
第
１
分
団
及
び
第
２
分
団
の
拠
点

施
設
と
な
る
屯
所
を
先
行
的
に
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
両
分
団
屯
所
の
落
成
は
、
町
消
防

団
の
消
防
活
動
や
防
災
活
動
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
帰
還

に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

夏
か
ら
秋
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
り
ま
す
。

夏
の
疲
れ
が
出
る
時
節
で
す
。
ま
だ
ま
だ
油
断

で
き
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
対
策
も
忘
れ
ず
に
、
健
康
管
理
に
ご
留
意
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　７月２４日、国の原子力損害賠償紛争審査会の内田貴会長ほか委員９人による双葉町内の現地視察が行
われ、文部科学省や福島県の職員も視察に同行しました。
　委員の皆さんは、伊澤町長の案内のもと、ＪＲ双葉駅前より特定復興再生拠点区域外の鴻草地区を訪れ、
震災から手つかずのままの住宅地などを視察しました。
　視察終了後、双葉町役場で意見交換会を行い、意見交換会の冒頭には、伊澤町長と伊藤哲雄町議会議長
から、要望書を内田会長に手交しました。
　要望書は、①帰還困難区域の日常生活阻害慰謝料の賠償期間を見直すこと、②被害者との意見交換を実
施すること、③中間指針第五次追補等を踏まえた追加賠償に関する丁寧かつ迅速な対応を行うこと、④原
子力損害賠償紛争解決センター和解事例を指針へ確実に反映させること、について強く要望いたしました。

原子力損害賠償紛争審査会による現地視察原子力損害賠償紛争審査会による現地視察原子力損害賠償紛争審査会による現地視察
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月　日 時　間 場　　　　　所

10 月 12 日（木）

10:00 ～ 12:00 双葉町
双葉町役場　２階大会議室２（議場）
双葉町大字長塚字町西７３番地４
☎０２４０－３３－２１１１（代表）

14:00 ～ 16:00 いわき市

いわき市労働福祉会館　３階　大会議室１
いわき市平字堂ノ前２２
☎０２４６－２４－２５１１
※専用駐車場（１６台）のほか、童子町駐車場（８２台）も
　ご利用いただけます。

10 月 13 日（金）

10:00 ～ 12:00
茨城県
つくば市

つくば研究支援センター　１階　研修室１
茨城県つくば市千現２－１－６
☎０２９－８５８－６０００
※無料の専用駐車場と会場が４００ｍ程度離れています。

15:00 ～ 17:00
埼玉県
加須市

キャッスルきさい　１階　多目的室
埼玉県加須市根古屋６３３番地１０
☎０４８０－７３－３１０１

10 月 14 日（土） 10:00 ～ 12:00 東京都

全国町村会館　２階　第３会議室
東京都千代田区永田町１－１１－３５
☎０３－３５８１－６７６７
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

10 月 18 日（水） 14:00 ～ 16:00 白河市
サンフレッシュ白河　１階　会議研修室
白河市久田野城内３１
☎０２４８－３１－１０１９

10 月 19 日（木） 10:00 ～ 12:00 郡山市
福島県農業総合センター　１階　大会議室
郡山市日和田町高倉字下中道１１６番地
☎０２４－９５８－１７００

10 月 20 日（金） 10:00 ～ 12:00
新潟県
柏崎市

柏崎市産業文化会館　２階　第２会議室
新潟県柏崎市駅前２－２－４５
☎０２５７－２４－７６３３

10 月 23 日（月） 14:00 ～ 16:00 いわき市
復興公営住宅勿来酒井団地　集会所
いわき市勿来町酒井青柳８－２
☎０２４０－３３－０１２５（秘書広報課）

10 月 24 日（火） 14:00 ～ 16:00 福島市
サンライフ福島　２階　大研修室
福島市北矢野目字檀ノ腰６番地の１６
☎０２４－５５３－５５２９

10 月 25 日（水） 10:00 ～ 12:00
宮城県
仙台市

ＴＫＰガーデンシティPREMIUM 仙台西口　ホール６Ｃ
宮城県仙台市青葉区花京院１－２－１５　ソララプラザ 
☎０２２－２０８－７５１５
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

　東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故から１２年５カ月が過ぎました。昨年８月３０日
の特定復興再生拠点区域の避難指示解除により、町内の一部区域に町民の皆さんが戻れる環境となりまし
た。翌９月には役場機能が町内で業務を再開したところですが、多くの町民の皆さまにおかれましては、
避難先で様々な不安を抱えながら日々の生活を送られていることと存じます。
　このような中、双葉町では、町の復旧・復興と町民の皆さまの生活再建、町内の環境整備などの課題に
全力で取り組んでいるところです。
　つきましては、町政全般について、町民の皆さまの率直なご意見やご要望等をお伺いし、今後のまちづ
くりに反映いたしたく、下記のとおり町政懇談会の開催を予定しておりますので、お近くの会場にご出席
くださいますようお願いいたします。

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４０－３３－０１２５

令和５年度　町政懇談会開催のお知らせ
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　７月２６日、双葉町役場において、双葉町と国立大学法人大阪大学は、互いに協働・連携し、
地域社会の発展や人材育成、関係人口の創出などを推進することを目的とし、協定締結式が行
われました。
　伊澤史朗町長は「復興の加速に向けて新たな風を吹き込んでくれるものと期待しています」
と述べ、大阪大学放射線科学基盤機構の富山憲幸機構長と、協定書に署名を行いました。
　協定に基づき、９月に町内で学生が参加する環境放射線研修会を実施するのをはじめ、今後
も継続した教育、研究や交流を行っていきます。協定書の内容は町公式ホームページでご覧い
ただけます。

「双葉町結ぶ会」設立総会「双葉町結ぶ会」設立総会
　７月２３日、双葉町に帰還、新たに移住した町民有志で組織する「双葉町結ぶ会」の設立総
会が駅西住宅集会所で行われました。町内に居住し入会の申し込みがあった約４０人の会員の
うち、約３０人が出席し、共同代表となった谷津田陽一さんと大島遊亀慶さんが、「より住み
やすく、安全で安心なまちを実現することを目的とし活動します」と、設立を宣言しました。
　会では、会員同士のみならず、避難している町民や町に関心を持っている方と、祭りや様々
なイベント等を通じてつながりを「結ぶ」事業を実施する予定です。

百歳賀寿百歳賀寿 おめでとうございますおめでとうございます
林　菊治さん（下条）が７月２６日にめでたく満百歳を迎えられました。

百歳賀寿百歳賀寿 おめでとうございますおめでとうございます百歳賀寿 おめでとうございます

大阪大学と協定を締結大阪大学と協定を締結

「双葉町結ぶ会」設立総会

大阪大学と協定を締結
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　７月２６日、中野地区復興産業拠点にアパレルメーカーの
フレックスジャパン株式会社が建設した「ひなた工房双葉」
が完成し、竣工セレモニーが行われました。
　「ひなた工房双葉」では、思い出の服をぬいぐるみの服や
バッグへ仕立て直すサービスやオーダーシャツの生産・販売
を行うアトリエと、廃棄される洋服をリメイクして作った小
物などの商品を販売するショップを併設し、衣料品を通じた
思い出の再生事業を行います。
　伊澤史朗町長はセレモニーに参加し、完成した工房の前で
テープカットと内覧を行い、「双葉町では町を復興して再生
することに取り組んでいるので、同じ再生というテーマに取
り組み、共に歩むことができると期待しています」とあいさ
つしました。

双葉ダルマをモチーフにしたキャラクターのオリジナル商品も取り扱っています。
住所：双葉町大字中野字舘ノ内３５の１ 電話番号：０２４０－３３－４８８４
営業時間：午前１０時から午後５時

　８月３日、震災後町内に初めて、コンビニエンスストア　ファミリーマートがオープンしました。
　オープンに先立ち行われたセレモニーでは、伊澤町長が関係者とともにテープカットを行い、「町
民の皆さんの買い物環境の改善や、町を訪れる人の利便性の向上により、町の復興を前に進めるも
のと確信しています」とあいさつしました。
　店舗は、町産業交流センター１階東側の角に位置し、おにぎりや
お弁当などの食料品や洗剤などの日用品、県内産の野菜・果物など
の生鮮食品などを取り扱うほか、ＡＴＭも設置されています。
　開店と同時に買い物客が続々と来店し、「待っていた」「うれしい」
と喜びの声が聞かれました。

ファミリーマートがオープンファミリーマートがオープン

営業時間：午前７時から午後８時 店　休　日：１２月３０日から１月３日
ファミリーマート双葉町産業交流センターＳ（サテライト）店

▲▼▲▼▲▼▲▼ ▼▲▼▲▼▲▼▲

ひなた工房双葉

ファミリーマートがオープン

「ひなた工房双葉」開所式「ひなた工房双葉」開所式「ひなた工房双葉」開所式

７月２７日オープンしました
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双
葉
南
・
北
小
学
校
、
ふ
た
ば
幼
稚
園

　町では、住民の帰還・居住が開始することに伴い、震災により使用できなくなっていた各消防
団の活動拠点である消防屯所について、第１分団（新山）・第２分団（長塚）から先行的に整備を進
め、建築工事が完了しました。
　８月５日、双葉町役場において双葉町消防団第１分団・第２分団屯所の貸与式を行いました。
　伊澤史朗町長は、「震災前より町の各消防団は、消火活動をはじめ地域の安心・安全を守ると
いう重要な役割を担ってきました。消防屯所の完成は居住する町民の安心と、消防団員の活躍に
つながるものと期待しています」とあいさつし、渡辺浩美消防団長に貸与証を交付しました。
　貸与式終了後、各消防屯所の内覧が行われました。

名 称 双葉町消防団　第１分団屯所 双葉町消防団　第２分団屯所

所 在 地 双葉町大字新山字北広町６１番地１ 双葉町大字長塚字町３８番地

施設規模

構　　造：鉄骨造２階建

敷地面積：１，１５９．００　㎡

建築面積：　 １０４．５５　㎡　

延べ面積：　 １９５．７５　㎡

構　　造：鉄骨造２階建

敷地面積：６３９．４０　㎡

建築面積：１０７．８５　㎡　

延べ面積：１９６．５０　㎡

施設概要

車　　　庫：５８．５　㎡　

（消防ポンプ自動車及び小型動力ポンプ積載車

 １台ずつ駐車可能）

詰　　　所：２５．１　㎡

待　機　室：５８．５　㎡

ホース乾燥塔：１機

車　　　庫：５８．５　㎡　

（消防ポンプ自動車及び小型動力ポンプ積載車

 １台ずつ駐車可能）

詰　　　所：２２．３　㎡

待　機　室：５２．４　㎡

ホース乾燥塔：１機

「双葉町消防団第「双葉町消防団第１分団・第分団・第２分団屯所」貸与式分団屯所」貸与式「双葉町消防団第１分団・第２分団屯所」貸与式
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　８月２日、双葉町役場において、双葉町議会議員８人と双葉町行政区長１７人で意見交換を行い
ました。
　初めに伊藤哲雄議長より、行政区長会が双葉町と双葉町議会に提出した要望書について、議会で取
り組んでいることなどを説明いただき、質疑応答・意見交換を行いました。区長からは「特定帰還居
住区域」について、帰還意向を示す必要があること等に対して不満に思っていることが意見として出
されました。また、全域除染の確約を強く望む声が多くありました。それに対し議員の皆さんからは、
町と町議会も全域除染は強く申し入れていること、大臣や各政党の東日本大震災復興加速化本部など
が視察に来るたびに町と一緒に町議会からも必ず申し入れをしていることの説明がありました。
　その他にも各行政区長の皆さんから、「ふるさと帰還通行カードは用途を制限しないでほしい」、
「農地保全体制の強化をしてほしい」、「空き地の管理が所有者だけでは難しくなってきているので
何か良いしくみを考えていただきたい」、「文教の町として教育に力を注いでほしい」など多岐に
わたる要望が出され、活発な意見交換
が行われました。
　この日の意見交換のために全行政区
長が各避難先から出席し、意見交換会
が終わった後も話し合いが行われるな
ど、有意義な会となりました。

　８月１１日、復興公営住宅勿来酒井団地イベント広場で、夢ふたば人
（中谷祥久会長）の主催により「ふたば盆踊り」が開催されました。
　会場には、夢ふたば人や商工会青年部などによる出店が並び、長塚、
新山、下長塚、山田の芸能保存会や夢ふたば人、未来双葉会による櫓

やぐら

の
競演が行われました。避難先から町民が参加したほか、福島県出身のタ
レントなすびさんや地元いわき市の住民も多く訪れ、相馬盆唄にあわせ
て輪になって踊りました。

双葉町行政区長会会長　木幡　敏郎（羽鳥）

双葉町議会議員と意見交換を行いました－双葉町行政区長会－

ふたば盆踊り
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国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

相
馬
野
馬
追

　

７
月
29
日
か
ら
31
日
の
３
日
間
、
国
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
「
相
馬
野
馬
追
」
が
南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
、
双
葉

町
騎
馬
会
か
ら
、
総
勢
７
騎
が
出
陣
し
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
標
葉
郷
（
双
葉
町
、
浪
江
町
、
大
熊
町
）
の

騎
馬
武
者
53
騎
が
、
浪
江
町
の
標
葉
郷
本
陣
（
浪
江
中
央

公
園
）
で
出
陣
式
を
行
い
、
浪
江
町
内
を
威
風
堂
々
と
練

り
歩
き
、
南
相
馬
市
の
相
馬
小
高
神
社
で
小
高
郷
と
合
流

し
、
雲
雀
ヶ
原
祭
場
地
を
目
指
し
出
陣
し
ま
し
た
。

　

30
日
の
本
祭
り
で
は
、
５
つ
の
郷
（
宇
多
郷
・
北
郷
・

中
ノ
郷
・
小
高
郷
・
標
葉
郷
）
か
ら
約
３
７
０
騎
の
騎
馬

武
者
が
南
相
馬
市
内
で
「
お
行
列
」
を
行
い
、
雲
雀
ヶ
原

祭
場
地
に
入
場
し
ま
し
た
。
祭
場
地
内
で
は
、
甲
冑
姿
で

全
力
疾
走
す
る
「
甲か

っ
ち
ゅ
う冑

競
馬
」
や
、
天
中
高
く
打
ち
上
げ

ら
れ
た
御
神
旗
を
人
馬
一
体
と
な
り
勇
猛
果
敢
に
奪
い
合

う
「
神
旗
争
奪
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
双

葉
町
騎
馬
会
か
ら
騎
馬
隊
と
し
て
出
陣
し
た
小
林
凌
さ
ん

が
神
旗
争
奪
戦
で
御
神
旗
を
掴
み
、
山
頂
の
本
陣
に
向
か

い
、
つ
づ
ら
折
り
の
「
羊
腸
の
坂
」
を
駆
け
上
が
っ
て
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
祭
り
終
了
後
、
標
葉
郷
の
騎
馬
武
者
た
ち
は
浪
江
町

内
で
標
葉
郷
本
陣
へ
凱
旋
行
列
を
行
い
、
沿
道
や
本
陣
で
多

く
の
人
か
ら
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
凱
旋
式
典
後
、
神
旗
争

奪
戦
が
行
わ
れ
、
15
本
の
神
旗
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
31
日
に
は
素
手
で
荒
駒
を
捕
ら
え
神
前
に
奉

納
す
る
「
野の

ま
が
け

馬
懸
」
な
ど
が
相
馬
小
高
神
社
で
行
わ
れ
、

相
馬
野
馬
追
は
３
日
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

小高郷御発輿

神旗争奪戦

甲冑競馬

凱旋

標葉郷御出陣

双葉町騎馬会
出場者
（敬称略）

騎馬隊　山本　星空 騎馬隊　小林　凌騎馬隊　中川　心菜

侍大将　中川　健治 軍者　山本　秀次

御先乗　中川　準

副執行委員長代理　　下　明夫
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双葉ふれあいクラブからのお知らせ双葉ふれあいクラブからのお知らせ双葉ふれあいクラブからのお知らせ

　特定復興再生拠点区域全域の避難指示解除に伴い、双葉町文化財調査委員による指定文化財等
のパトロールを実施しております。国指定史跡で学術的価値の高い清戸 横穴や町指定史跡の鴻
草・両竹磨崖仏をはじめ多数の指定文化財等の現況を確認しました。町の歴史を現代の私たちに
直接語りかけてくれるこれらの貴重な文化財を恒久的に保存していくため、町では引き続き文化
財パトロール等を実施し文化財の保護に努めていきます。

前田の大スギの樹勢回復確認 標柱・案内板の現況確認（両竹磨崖仏）

文化財調査委員活動

－  選手名簿（敬称略）－

第二試合
双葉町　対　南会津町

 １．加藤　秀樹（監督）
 ２．伊澤　慶昭（主将）
 ３．里見　淳
 ４．井戸川　悠太
 ５．落合　晃輝
 ６．小林　義弘
 ７．山本　正太
 ８．谷津田　淳之
 ９．加村　晴也
10．志賀村　哲平

11．高萩　文孝
12．石上　崇
13．木幡　和清
14．加藤　裕樹
15．中川　雅斗
16．板井　克也
17．青田　隆志
18．伊　　雅明
19．大谷内　陽輝
20．渡部　卓朗

21．石澤　拓也
22．中川　湧斗
23．門馬　雄介
24．鈴木　景一朗
25．山田　琢磨
26．橋本　斗輝也
27．加藤　琉斗
28．木幡　輝

９月９日（土）１０：３０～

ヨーク開成山スタジアム（郡山市）

試合日時

会　場

【問い合わせ先】　生涯学習課　☎ ０２４０－３３－０２０６

第１７回　市町村対抗福島県軟式野球大会 皆さんの応援よろしく
お願いします！

県内初導入　「C+WalkT」公道走行が可能なモビリティ
　町では、持続可能で自由に移動できるまちづくりの一環として、
公道を走行可能なモビリティを県内で初めて導入しました。
　「Ｃ＋ＷａｌｋＴ（シーウォークティー）」は、トヨタ自動車が
開発した、立ち乗り型電動三輪車です。町産業交流センターに配
備し、気軽に町内を回ることができます。
　利用の申し込みや使用方法については、　町産業交流センター
へお問い合わせください。

【問い合わせ先】　町産業交流センター　☎０２４０－２３－７２１２
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京丹波町・双葉町子ども交流事業京丹波町・双葉町子ども交流事業
　７月２９日から３１日、友好町である京都府京丹
波町から高校生２人、中学生６人と松本和久教育
長、澤井安子社会教育委員代表など１４人が、双葉
町やいわき市などを訪れました。京丹波町の子ども
たちが双葉町を訪れるのは震災後初めてです。
　３０日、３１日には、５年ぶりとなる子ども交流
事業が行われました。
　２９日は、双葉町役場で開会式が行われ、終了後、
伊澤史朗町長と生徒たちが意見交換を行いました。
生徒たちが事前研修を受け用意した双葉町の復興の
現状や課題への質問に対し、伊澤町長は、一人一人
に回答し、生徒たちは自分以外の質問も真剣に耳を
傾けていました。
　その後、双葉中学校校舎と東日本大震災・原子力
災害伝承館を見学しました。双葉中学校校舎では、
震災当時のままの校舎内、当時 3 年生の教室の黒
板を見て、今の自分と同じ年代だった当時の生徒た
ちに起こったことについて考えました。

　３０日は、双葉中学校の生徒２人と南相馬市で相馬
野馬追を見学しました。双葉中学校の大橋薫和さん（１
年生）、田中咲妃さん（２年生）と京丹波町の生徒は、
双葉町役場で顔合わせを行い、双葉中の生徒から歓迎
のことばを述べ、伝統行事である相馬野馬追について
紹介しました。その後、雲雀ヶ原祭場地へ移動し、甲
冑競馬と神旗争奪戦を見学しました。強い日差しのも
とでしたが、生徒たちは打ち解けた様子でした。
　３１日は、いわき市の双葉町立学校校舎で、双葉
中学校の生徒１０人と交流会を行いました。開会式
の後、仮設校舎を見学し、少人数で小学校と同じ校
舎を使う学校生活の様子を聞きました。生徒同士の
交流は、バドミントンを中心に行い、最後には京丹
波町の生徒と双葉町の生徒がペアになり、試合を行
いました。時間が経つにつれ、休憩中にお互いに話
をしたり、写真を撮ったりして過ごし、閉会式では、
どちらの生徒からも「また来年も交流したい」とい
う感想が聞かれました。

　

７
月
29
日
、
30
日
、
京
丹
波
町

の
畠
中
源
一
町
長
も
双
葉
町
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
畠
中
町
長
は
、

伊
澤
町
長
と
面
談
さ
れ
た
ほ
か
、

相
馬
野
馬
追
を
見
学
す
る
な
ど
子

ど
も
交
流
事
業
に
参
加
さ
れ
子
ど

も
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

開会式、意見交換、施設見学

相馬野馬追見学

２９日

３０日

京丹波町生徒代表あいさつ

質問に答える伊澤町長

記念品の贈呈

真剣に聞く生徒たち 双葉中学校校舎見学

意見交換会

京丹波町・双葉町子ども交流事業
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今後も両町は交流事業を継続していく予定です。

　京都府瑞穂町と双葉町は、昭和４５年に開催された大阪万博における交流を契機として平成６年に
姉妹町締結し、平成９年より子ども交流事業を開始しました。平成１７年１０月に瑞穂町が合併に伴
い京丹波町となり、平成１８年５月に改めて友好町の盟約を締結しました。

京丹波町（旧瑞穂町）・双葉町子ども交流事業のこれまで

双葉中学校生徒と交流３１日

平
成
10
年
に
実
施
し
た
２
回

目
の
交
流
事
業
の
写
真
で
す

▲

　平成９年８月９日～１１日（１回目）
姉妹町子ども交流事業　開催地：双葉町
参加者： 南小１０人、北小１０人、中学校１０人

　平成１１年７月２３日～２５日（３回目）
姉妹町子ども交流事業　開催地：双葉町
参加者： 南小９人、北小３人、中学校８人

　平成１２年７月２７日～２９日（４回目）
姉妹町子ども交流事業　開催地：瑞穂町
参加者：南小７人、北小７人、中学校７人

　平成１４年７月２３日～２５日（５回目）
姉妹町子ども交流事業　開催地：双葉町
参加者： 南小６人、北小１０人、中学校１０人

　平成１０年８月５日～７日（２回目）
姉妹町子ども交流事業　開催地：瑞穂町
参加者： 南小７人、北小７人、中学校７人

　平成１６年８月３日～５日（６回目）
姉妹町子ども交流事業　開催地：瑞穂町
参加者：南小５人、北小９人、中学校７人
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【問い合わせ先】ふたば幼稚園　☎０２４６－８８－８０８４ 子育てサロン実施中です！子育てサロン実施中です！子育てサロン実施中です！

　週に一回、園長先生の運動遊びがあり、子どもたちは、みんなこの運動遊びが大好き
で、楽しみにしています。今年度から入園した年少児も、この時が初めての運動遊びで
したが、年長児を見ながら一生懸命頑張っていました。ボールを蹴って走る、ボールを
投げてキャッチする、平均台を渡るなど、どの運動も子どもたちの育ちに必要な動きです。
年長児は「今度、跳び箱に挑戦したい！」と、目をキラキラさせていました。限られた
敷地の中ですが、色々と工夫しながら運動遊びを行っています。

運動遊び

　「タングラム」とは、様々な形のピー
スを組み合わせて、元に戻したり、動
物などの形を作ったりするものです。
ジグソーパズルとは違い、完成形が限
られていないのでアイデア次第では
色々な楽しみ方ができます。タングラ
ムのメリットとしては①図形感覚が養
える②創造力が養える③考える力が養

タングラム

ふたば幼稚園だよりふたば幼稚園だよりふたば幼稚園だより 　ふたば幼稚園での園児たちの日常の
様子をお伝えします。

える④集中力が身に付く⑤達成感が得られるなどがあり、就学に向けて楽しみながら集中してできるものとし
て、取り組んでいます。完成した時の笑顔は、達成感に満ちています。

　８月８日、京丹波町立学校で児童生徒の給食に携わる栄養教諭をはじめ給食センター職員１０人が、
双葉町を訪問し「食」を通じた交流事業を行いました。
　京丹波町は、自然豊かな環境に恵まれ農産物や加工食品が地域の食文化のみならず、産業や観光な
ど町の魅力となっている町で、友好町である双葉町や福島県浜通りに伝わる食文化を京丹波町の学校
給食に提供し、「食」を通じた交流を実施したいと、今回初め
て実施されました。
　町管理栄養士が福島県の郷土料理について紹介し、「いかに
んじん」「さんまのポーポー焼き」「みそかんぷら」を試食しな
がら意見交換を行いました。京丹波町のブランド食材である「京
丹波ポーク」「はたけしめじ」や人気の加工品「バジルオイル」
を使った京丹波町立学校の給食メニューについても教えていた
だくなど有意義な交流となりました。 試食用のさんまのポーポー焼き、みそかんぷら

京丹波町・双葉町 「食」の交流事業京丹波町・双葉町 「食」の交流事業京丹波町・双葉町 「食」の交流事業京丹波町・双葉町 「食」の交流事業京丹波町・双葉町 「食」の交流事業
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育委員会教育長

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ
　町立学校では、８月２５日より２学期がスタートして学校生活のリズムを取り戻しつつ、学習は
もちろん今後計画されている学校行事の一つである職場体験（中学校）や見学学習（小学校）などの
準備を進めているところです。
　今月は、８月号に続いて、教育委員視察研修の実施報告第２段として、宮城県女川町の校舎建築、教
育活動、石巻市の震災遺構についてお知らせします。

　女川町は、震災当時小学校３校、中学校２校がありましたが、平成２５年度から各１校に再編し、
令和元年度から連携型の小中一貫教育をスタートさせました（小中一貫教育「女川プラン」）。
　学校は「地域に浮かぶ船」であり、地域の大事な財産として、町の中心に「町の核」となる小・
中学校が新たに建築されました。令和２年８月から施設一体型小中一貫教育学校での教育活動が始
まり、現在は小学生２１３名、中学生１００名、合計３１３名が在籍しています。
　校舎は、メインエントランスとなる大階段（学校の幹）が小学校と中学校をつなぐ中央に位置し、
交流スペースにもなっていました。また、ＩＣＴ教育のためのメディアセンターや地域連携室など
が設置されていました。

　大川小学校は、東日本大震災の津波により、児童７４名・教職員１０名が犠牲となりました。
犠牲者の慰霊・追悼をするとともに、震災被害の事実を知ることや学校における防災教育の重要性
を改めて実感しました。
　大川小学校の敷地内にある大川震災伝承館は、震災前後の写真等のパネルや地域模型、実物資料
を展示する部屋が設けられていました。また、現在は立ち入ることのできない校舎内の様子を見る
ことができる「バーチャル校舎見学」や震災前の地域との関わり、地域の方々の思いなどが詳しく
紹介されていました。

☆宮城県女川町立女川小学校・中学校☆

☆石巻市震災遺構大川小学校・大川震災伝承館☆

教育委員視察研修　（７月６日・７日）

① 中央の大階段

① 校庭側から

② 屋上プール

② 教室

③ 体育館

③ 鉄筋コンクリート通路のねじれ

　震災当時小学６年生だった児童が一編の詩をつづりました。

女川は流されたのではない　　新しい女川に生まれ変わるんだ
　　　　人々は負けずに待ち続ける　　新しい女川に住む喜びを感じるために
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双葉郡中高生交流会
　８月３日、双葉郡内
の中高生約３２０人が参
加し、双葉郡中高交流
会（FUTABA １DAY SUMMER SCHOOL）
が、広野町のふたば未来学園で開催さ
れ、テレビなどのメディアで活躍してい
る６人の講師による講義を受けました。
　中高交流会は、コロナ禍でもオンライ
ンで毎年実施してきましたが、今年は４
年ぶりに対面で実施され、双葉中の生徒
９人もそれぞれが希望する講師の話を聞
くことができ、特別な体験になりました。

* * * * * * * * 

絆づくり交流会絆づくり交流会
　７月３１日、夏休み期間を利用して双葉郡の小学生が一堂に集まり、連帯感や絆を感じることを目的
に「絆づくり交流会」が、広野町のふたば未来学園で行われました。
　交流会は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止が続き４年ぶりの開催でした。双葉南・北小学
校から１５人、全体で約２２０人の児童が集まり、遊びを通じて、楽しい思い出を作ることができました。

絆づくり交流会

・ 原子力の運転、保全、検査、設計等に専門性
がある方

・火災、防災、放射線等に専門性がある方　他

・放射性廃棄物管理・処分に専門性がある方
原子力規制庁人事課採用担当

原子力規制委員会ホーム
ページをご確認ください。

（代表）☎０３－３５８１－３３５２

原子力規制委員会行政職員　実務経験者募集原子力規制委員会行政職員　実務経験者募集
９月１日 ～１０月２３日 原子力検査官　原子力防災専門官　他受付期間

求める人材 詳しい情報

問 合 せ 先

募集職種

原子力規制委員会行政職員　実務経験者募集
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　令和３年に厚生労働省が実施した意識調査では「これまでの人生の中で、本気で自殺した
いと考えたことがあるか」という質問に対し、回答者の約４人に１人（２,００９人中５４７人）
が「自殺を考えたことがある」という結果になりました。
　最近は、新型コロナウィルスの影響により仕事や人間関係など様々な悩みやストレスを抱
える人が増え、さらに自殺のリスクが高まることが危惧されます。大切な人を失わないため
に、できることから始めてみませんか。

毎年９月１０日から１６日は「自殺予防週間」です毎年９月１０日から１６日は「自殺予防週間」です

食欲がない、口数が少ない、眠れな
いなど “ いつもと違う ” と感じた時
は、まずは声をかけましょう。

どう声をかけてよいか悩んだら「疲
れていませんか？」「最近、眠れて
いますか？」など体調のことを切り
口に声をかけてみましょう。

自然な雰囲気で声をかけて、優しく
寄り添いながら見守りましょう。

医療機関や専門の相談機関に相談するよう
に勧めてみましょう。

一方的に説得するのではなく、相手の気
持ちを踏まえて相談することを提案しま
しょう。

・

・

・

心配していることを伝えましょう。・

話を聴いたら「大変でしたね」「つらかっ
たですね」などねぎらいの気持ちを伝えま
しょう。

・

話題をそらしたり、表面的な励ましはさけ
ましょう。

・

誠実に、相手の感情を否定せずに聴きま
しょう。

・

悩みを真剣な態度で受け止めましょう。・

・

・

気付く

見守る

傾聴する

つなぐ

家族や仲間の変化に気付いて声を
かける

温かく寄り添いながら見守る

本人の気持ちを尊重し耳を傾ける

専門家に相談するよう促す

～ 心のサインに目を向けましょう ～

大切な人を守るためにできること大切な人を守るためにできること

ふくしま心のケアセンター被災者相談フリーダイヤル ふくここライン

（ 平 日 　9 : 00 ～ 12 : 00 、13 : 00 ～ 17 : 00 ）0120－783－295

電話による相談窓口電話による相談窓口

大切な人を守るためにできること

毎年９月１０日から１６日は「自殺予防週間」です

守る

誰かに話すだけで心

が軽くなることもあ

ります。ためらわず

にまずは声をかけま

しょう。
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９月１０日（日）
　全長２１１kmの広域サイクルロードレースが、双葉町を通過するほか、ビギ
ナーコース（５３km）では双葉町（東日本大震災・原子力災害伝承館）がゴール
地点となります。町産業交流センター周辺で応援イベントも開催しますので、
ぜひお越しください。

日　程

概　要

ツール・ド・ふくしま２０２３開催のお知らせ

【問い合わせ先】 復興推進課　商工労政係 ☎０２４０－３３－０１２７

　双葉町を通過する選手を沿道で応援しま
しょう！
　応援グッズのプレゼントもあります。

　ビギナーコースのゴール地点となる双葉町
で、双葉地方のグルメのふるまいが行われます。
　選手はもちろん、来場された方にもふるまい
ますので、ぜひご参加ください。
【時　間】９：００～１２：００頃
【会　場】福島県復興祈念公園駐車場
　　　　　（双葉町産業交流センター東側）

【集合時間】９：００
【集合場所】双葉町産業交流センター
　　　　　　北側入口

　みんなで選手を応援しませんか？ 　双葉地方のグルメを楽しみましょう！
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　双葉町では、令和４年８月３０日に特定復興再生拠点区域（以下、「拠点区域」といいます）

の避難指示が解除されました。

　広報ふたば６月号の「長崎大学・放射線健康相談窓口便り」でも述べたように、放射線は比

較的、簡単に測定することができます。町内には皆さまの安心・安全な暮らしに繋がるよう、

空間線量率を確認できるモニタリングポストが設置されています。

　今回は拠点区域の北側に位置する長塚地区と拠点区域の南側に位置する新山地区の各ポイン

トについて、空間線量率の推移を見ていきます。平成２４年頃は比較的高かった地点も含めて

数値は低下し、ここ３年程度はほぼ横ばいになっています。

　空間線量率や放射線に関する相談や不安等があれば健康福祉課健康づくり係へお気軽にご相

談ください。

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４０－３３－０１３１

双葉町内の放射線量の推移について双葉町内の放射線量の推移について

作成協力：放射線リスクコミュニケーション相談員支援センター

双葉町内の放射線量の推移について

長塚・新山地区　空間線量率の推移

出典 「つなげよう つながろう 
ふたばのわ」放射線モニ
タリング情報より。

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

【問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）

ホームページ 働きたいネット で検索

☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

１０月１１日（水） ハローワーク富岡　２階　会議室

・証明写真撮影

・応募書類作成　・面接対策　・適職診断　等

９：００～１２：００

※撮影希望の方はスーツ等の着用がおすすめ！
　貸出用ジャケット有

働きたいネットの就職応援マルシェ【出張求職者カフェ】

参加無料・予約不要 　ハローワーク富岡に求職者カフェがやってきます！就職活動に
役立つ支援が無料で受けられます。是非お越しください。

日　時 場　所

支援メニュー
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・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・葛尾出張所　☎０２４０－２９－２１１９＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

　居住している市町村のハザードマップで避難場所、危険箇所を確認する。
ハザードマップを確認する１

　地震による負傷者の３０～５０％は家具の転倒・落下が原因です。家具を
固定し避難通路や出入口を防ぐような家具は置かない。

家具の転倒・落下防止対策をする２

　災害時は電話がつながりにくくなるので、災害伝言ダイヤル「１７１」を
活用し、安否確認する。

家族同士の連絡手段を確認する３

　非常用持ち出し袋は、今すぐ避難しないと危険なときに持って避難するもので、
玄関付近に準備する。

非常用持ち出し袋を準備する４

　災害に備えて、非常食や飲料水を１週間分は確保する。また、定期的に備蓄品を
確認し期限が切れそうなものは新しい物に交換するローリングストックを行う。

非常食を確認する５

消防署からのお知らせ

双葉町社会福祉協議会

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、事前
申し込みが必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●健康運動教室
会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

①第１、３水曜日
②第２、４木曜日
　のどちらか

13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター 2階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

9月12日（火）

双葉町役場南相馬連絡所 1階会議室
（南相馬市原町区青葉町 2－62－2）

毎週水曜日
南相馬出張所

☎ 080－5730－1166

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先
双葉町産業交流センター大会議室
（双葉町大字中野字高田 1－1）

9月21日（木） 10:30 ～ 12:00
双葉町地域包括支援センター
☎ 0246 －84 －6729

白河市中央老人福祉センター会議室
（白河市北中川原 313）

9月26日（火） 10:00 ～ 11:30
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

～９月　健康運動教室・サロンのお知らせ ～

●社協サロン

　防災の日は、関東大震災が起こったこと、９月は台風などの災害が
多いことから「災害に備えつつ知識を深めるため」に制定されました。
　万が一の災害に家庭で災害時の対応について話したり、
備えについて見直すところから始めましょう。

９月１日は、

防災の日です！
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　９月１日より、双葉町内の次の対象区域で、ごみの出し方と収集日が変わりました。
　対象区域のごみステーションをご利用の方は、以下をご確認ください。

９月１日からのごみの出し方・収集日について

対象区域…………令和２年３月４日に避難指示解除された区域（収集日の変更）
令和４年８月３０日に避難指示解除された区域（ごみの出し方・収集日の変更）

１

ごみ収集日………燃えるごみ：毎週火曜日、金曜日　　燃えないごみ：毎月第１水曜日
ペットボトル・プラスチック製容器包装：毎週木曜日
粗大ごみ：毎月第３水曜日　　　ビン類：毎月第３水曜日　
カン類：毎月第１水曜日
詳しい日程を記したカレンダーは、住民生活課、旧駅舎で配布しています。

２

ごみを出す場所…ご家庭の最寄りのごみステーション５

…ごみの分別方法 ごみと資源の分け方・出し方チラシ参照（以下のとおりです）
ごみと資源の分け方・出し方チラシは、住民生活課、旧駅舎で配布しています。

３

…使用するごみ袋 双葉地方広域市町村圏組合指定のごみ袋（有料）
町内販売店：伊藤物産株式会社、ファミリーマート双葉町産業交流センターＳ店
※そのほか、双葉郡内のスーパー、コンビニ等で購入できます。

４
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【問い合わせ先】　住民生活課　☎０２４０－３３－０１２６ 北部衛生センター　☎０２４０－３５－５４５４
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福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

　双葉町の旧特定復興再生拠点区域内において、環境省が実施しており
ました片付けごみの回収は、９月１日から双葉地方広域市町村圏
組合による回収となりました。ごみの分け方・出し方が変わりました
ので、詳細はこの広報２０・２１ページまたは双葉町のホームページをご
覧下さい。
　なお、帰還困難区域（避難指示解除区域外）においては、引き続き、環境省に
よるごみステーションのごみ回収を実施しております。

福島地方環境事務所からのお知らせ環境省
　片付けごみについて

◇放射線モニタリングについて

◇中間貯蔵施設見学会について

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認され
ています。今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

中間貯蔵工事情報センターでは、工事の進捗を紹介するため、中間貯蔵施設をバスで
巡る見学会を開催しています。
９月は、１５日（金）、１６日（土）を予定しています。
見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報センター（☎ 0240－25－8377）まで
お願いします。（ＵＲＬ）http://www.jesconet .co. jp/interim_infocenter/index.html

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・
環境安全事業株式会社）のＨＰで公表しております。
（ＵＲＬ） http://www.jesconet .co. jp/interim/operat ion/monitoring.html

◇輸送について
※７月３１日現在双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。

 ・令和５年度は、２４,５８２㎥搬入しています。（平成２７年からの累計は3,923,266㎥）
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新山神社・秋葉神社例大祭・竣功式のご案内
新山・下条行政区の皆さまへ新山・下条行政区の皆さまへ

　社殿の老朽化により、建築中でありました、新山神社・秋葉神社社殿はこのほど無事竣功の運びと
なりました。これもひとえに、地区の皆々様のご支援のたまものと、感謝申し上げます。
　先人より受け継いできた伝統と文化、鎮守の杜の聖域を維持し後の世に受けついでいくこと、これが
震災により各地に避難を強いられた私たちの務めと存じます。
　つきましては、皆さまご多用中とは存じますが、以下により竣功式を開催いたしますので、立派に
出来上がった社殿をぜひともご拝観たまわりますよう、ご案内申し上げます。

新山区総代表　渡邉　善行
下条区総代表　宮本　孝男

日　時：９月１８日（月）午前１１時より
場　所：新山・秋葉神社（旧双葉町中央公園）

氏　名 生年月日 保護者 行政区

　趙　　駿
じゅんほ

皓 7月　3日 趙　棋棋・金　月英 山　田

志賀村碧
あ お

央 7月　8日 哲平・綾乃 新　山

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

田中　孝子 ８９ 7月　1日 石　熊

作山ノリ子 ８８ 7月　9日 長塚一

鎌田　甫男 ８８ 7月　8日 新　山

林　鬼子男 ８４ 7月 19日 山　田

人のうごき７月分 敬称略

（令和５年７月31 日現在） ・福島県内に避難されている方 3,882人
2,699人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の名前を掲載

しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課
☎０２４０－３３－０１２５

　避難先を移動された方は「避難住民届」を提出し
てください。
※ 移動先の届出がないと、町からの広報紙、各種通知な
どの郵便物が届かなくなりますのでご注意ください。

☎０２４０－３３－０１３２戸籍税務課【問い合わせ先】

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ

【
文
芸
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

短
歌
・

墓
参
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故
郷
戻
り　

見
る
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ば
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狂
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図
な
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里
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田
風
吹
く
農の

の
道
歩
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野
辺
の
花
々

我
れ
迎
い

　
　

・

ナ
ス
の
牛　

キ
ウ
リ
の
馬
で　

盆
送
る

秋
の
彼
岸
に　

又
こ
ざ
ん
し
ょ
と

俳
句
・

梅
雨
明
け
て　

梅
干
す
空
は　

日
本
晴
れ

川
柳
・

友
来
た
る　

故
郷
語
り　

時
忘
れ

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします

新山・下条行政区の皆さまへ

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１部
送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居す
ることになった場合など、広報紙の発送に関することは
下記までご連絡ください。
　なお、「広報ふたば」「ふたばのわ」の発送先となっ
ている方がお亡くなりになられた場合については、１
カ月程度後に発送を中止いたしますが、ご家族の方に
発送先を変更することも可能です。下記までご連絡く
ださい。

広報紙の発送について広報紙の発送について広報紙の発送について

☎０２４０－３３－０１２５秘書広報課【問い合わせ先】
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相
馬
野
馬
追
で
は
近
く
で
見
る
馬
の
大
き
さ
や
、
騎
馬
武
者
た
ち
の

存
在
感
に
圧
倒
さ
れ
、
た
い
へ
ん
な
猛
暑
で
し
た
が
、
緊
張
感
か
ら
か

一
時
的
に
暑
さ
を
忘
れ
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
町
中
を
馬
が
歩
き
、

信
号
待
ち
を
し
て
い
た
の
も
非
日
常
の
光
景
で
し
た
。

　

町
で
は
毎
年
ふ
く
し
ま
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
に
作
品
を
応
募
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
避
難
指
示
解
除
に
あ
わ
せ

て
「
お
か
え
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
制
作
し
、
特
別
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
今
年
は
「
当
た
り
前
を
当
た
り
前
と
感
じ
ら
れ
る
幸
せ
」

を
テ
ー
マ
に
、
７
月
に
町
内
で
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
あ
り
ふ
れ
た
光

景
で
す
が
、
年
月
を
か
け
て
取
り
戻
し
た
日
常
で
す
。
Ｃ
Ｍ
大
賞
の
詳

細
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

－ 

編
集
後
記 

－
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京丹波町・双葉町子ども交流事業の休憩中、京丹
波町の生徒から「みんなで写真を撮ろう！」の声に
全員が集まりました。


